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2. 筆者の観察
1. 径の孔と考えられる志の
第 1 図は東京都板橋区の荒川に面した崖で発見した
もので、淡褐色の粘土中に夜径 4 粧の砂の管が殆ど垂
直に蓮立している色のである。
その垂直の長さは約 80cm 以上で特徴のある分肢を
している。即ち 1 .2fi.面状に 2 回以上Y字形に分れ、績
に伸びることは殆どない。又孔の中には糞と』思われる
粘土塊を全く合まない。 ζれ等の、惑は前向高橋氏の言
5  (Ocypoda) ( ツノメガ= 属〉に属ナる蟹孔によく類
似している。 is . し該穫は粗砂を好むと言うに反してと
の場合ば粘土中に穿たれた孔と言う点が異る。又 ζの
粘土扇d 真上からカガミコゲイ、アズマ旦ジキ、 z ゾヒ
バ P等の海援貝類の化石があるととを附記する。明石
附近でもとれに近い志のがあるQ . . 6 ! 1 lち神戸市垂水区本
野町印路から同区砦同町赤坂に還す、る路傍土取揚の砂
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一応接え3といが他民趨諮な説明ば現容なし得ない故原
i 因不明主したい。又との地点の涯〈前述徳丸貝膚下部
の貝化石と共に第 5図のよラな異様な粘土筒が出土ナ
る。直揺は約 15cmで粘土壁の厚さは約 1em内外共に
砂で内部下底は粗砂で貝の磁斤を多〈合tro 外表面に
は. 輪状の隆起が若干とり巻いている . ζれに類似した
色のが畑井氏。〉によって秋田県、合海等から報告さ
れておりその原因については触れて、いない。何れ海成
φ色のと考えられるが筆者の有ナる動物に関する知識
ではその成因となる也のを考えるととは由来ないので
ある.
3. 結語
以上は筆者が見た砂替の2、3何であるがその他幾多( '

1932. 高構定婚、タイワシチゴガ目の習[ 性
雑誌44巷529号

ム 1933 8  ツノメ jf=-の習性動物雑麓
45巻532-533号

1935. Hayasaka. Tlie Burrowiog Actjyiti倒<tf
Cei:tain Crahs and theit， GeQl噂 ie;，
Significlloce. Ameri伺 n Miflland 
Nat-ura1ist Vo. 16. N o. 1  

'1936. N 01ll1.Ira. Hatai. O n  the Occurren伺， o (  
Peeuliar Shaped Croncretion Proh幼い ι

Iy ，due to Decapode Crudta回五， Jap: 
Jour. G eo1. Geogr. 咽 51← 61

の砂替がその原因不明のまま置か‘れであるかは、はか| くの 1934，O tu'ka， Tertiary. Structure of the 
り知れない。砂管が色つ地質学的意義は極めて重大で
ある. との疑問を解〈唯一のかぎは動物の生態編察で.

hwestern J:;nd，of the Kitakami， B 1il. 
Earth. Res. 108t. V ol. 12 

' あるo現在まではとり種の研究は殆E まとまったちの I(5) 1951. H a同 O n 伽 Sand Pipe from Ilear 
‘ S個 d払 Shoオt Paper G.' P. S・ /

と患なるべき動物棲息切孔の研究色必要な gのである No.3P46ー51
ラ.
審理官文献
(1) 1951 . 早坂一郎、古生物学、屑序学 1、2の課題

地質学雑誌51巻 610号P 241-254
(2) 1931. Noniura， Hatai， Preliinioary Notes 00 

some Sand Pipes. Saito Hoon kai. 
M .  R. No. 13 

(3) 1932. 高橋定衛、e ツ) メ j f =の托について 斜挙管
2巷8号

(6) 1951 . 陶向、アテジャコの巣型. 地質挙会例会講
也タF演、

(1}.19S 5 . 池田、河村、 A タネズミの生態、動物学緯
誌41巷56号

〈め 1926. 青木文一郎、名古屋市及其郊外に棲息する
鼠類の観察、動物学雑誌お巻

(9) Further Notes on Sand Pipe8 
地質学雑誌45巻543号
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